
総
会
の
参
加
者
は
、
議
決
権

を
有
す
る
正
会
員
１
３
７
人
の

う
ち
８
４
人
（
６
１
・
３
％
）
。

参
加
方
法
の
内
訳
は
、
会
場
出

席
２
１
人
、
郵
送
は
が
き
に
よ

る
表
決
３
０
人
、
メ
ー
ル
回
答

２
２
人
、
会
場
中
継
（
ズ
ー
ム

表
決
）
１
１
人
で
し
た
。

県
支
部
の
総
会
員
数
は
こ
の

日
現
在
、
議
決
権
を
持
た
な
い

賛
助
会
員
８
８
人
を
含
め
、
２

２
５
人
で
す
。

総
会
は
午
前
９
時
３
０
分
に

開
会
し
、
岡
村
芳
樹
さ
ん
を
議

長
に
選
出
。
濱
本
武
將
支
部
長

の
あ
い
さ
つ
、
来
賓
紹
介
に
続

き
、
６
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

各
議
案
の
詳
細
は
、
県
支
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
の
う
ち
新
年
度
の
取
り
組

み
は
、
活
動
基
本
方
針
の
も
と
、

７
つ
の
柱
を
立
て
て
い
ま
す
。

１
．
地
区
防
災
計
画
の
推
進

実
態
調
査
や
好
事
例
の
研
究
、

手
法
を
検
討
し
、
モ
デ
ル
地
域

の
選
定
と
協
力
の
具
体
化
。

２
．
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
取
り

組
み
推
進

日
本
防
災
士
会
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
委
員
会
の
内
容
に
沿
う
活

動
を
し
、
地
域
の
女
性
防
災
リ
ー

ダ
ー
育
成
、
障
が
い
児
・
障
が

い
者
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
（
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
）
な
ど
多

様
な
被
災
者
を
想
定
し
た
災
害

支
援
。

３
．
感
染
症
対

策
防
災
士
の
活

動
時
感
染
対
策
。

４
．
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
形
成
と

人
材
育
成

各
地
域
の
防

災
士
に
よ
る
グ

ル
ー
プ
形
成

（
既
存
グ
ル
ー

プ
も
可
能
）
。

地
域
の
事
情

を
知
る
防
災
士

に
よ
る
地
域
防

災
活
動
を
推
進

す
る
。

グ
ル
ー
プ
形

成
や
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
研
修
な
ど
に
よ
る
地
域
の
防

災
活
動
を
支
援
し
、
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
研
修
は
各
グ
ル
ー
プ
の
提
案

と
と
も
に
県
支
部
か
ら
協
力
を

要
請
で
き
る
。

各
グ
ル
ー
プ
活
動
の
自
主
性

を
尊
重
す
る
と
同
時
に
実
績
を

共
有
す
る
。

日
本
防
災
士
会
、
首
都
圏
支

部
連
絡
協
議
会
と
の
連
携
を
密

に
し
、
協
働
体
制
を
取
る
。

５
．
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
、
諸

団
体
と
の
連
携

県
内
の
防
災
活
動
団
体
、
自

治
体
と
の
関
係
を
構
築
す
る
。

県
支
部
の
協
力
団
体
、
提
携

団
体
の
登
録
制
度
を
整
備
し
、

支
援
、
協
働
、
活
動
状
況
を
広

報
す
る
。

「
県
支
部
内
活
動
団
体
協
働

制
度
」
の
あ
り
方
を
検
討
し
、

協
力
団
体
と
定
期
的
協
議
会
を

開
催
す
る
。

６
．
受
託
事
業

県
内
各
活
動
グ
ル
ー
プ
な
ど

と
の
連
携
、
協
力
（
相
互
応
援
）

に
よ
る
講
師
派
遣
、
研
修
受
託
。

地
元
会
員
へ
積
極
的
呼
び
か
け
。

７
．
執
行
部
の
強
化

役
員
を
７
人
増
や
し
、
計
１

５
人
体
制
の
も
と
、
担
当
分
野

ご
と
に
運
営
チ
ー
ム
（
渉
外
・

広
報
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
、

受
託
事
業
、
事
務
局
）
を
編
成
。

災
害
対
策
支
援
チ
ー
ム
の
構

築
と
体
制
の
確
立
を
め
ざ
す
。

〔
２
０
２
３
年
度
事
業
報
告
〕

▽
要
望

会
員
向
け
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
研
修
を
も
う
少
し
実
施
し
て

ほ
し
い
。

〔
２
０
２
３
年
度
決
算
、
財
産

等
報
告
〕
▽
質
疑

会
員
数
と

実
際
の
会
費
収
入
が
違
う＝

答

弁

会
費
納
入
の
時
期
が
ず
れ
、

会
計
上
、
未
納
に
な
っ
て
い
る

会
員
が
い
る
▽
質
疑

八
街
市

で
の
活
動
謝
金
が
支
出
科
目
だ

け
に
あ
る
が
、
収
入
に
も
計
上

さ
れ
る
の
で
は＝

答
弁

支
出

時
期
が
ず
れ
、
２
０
２
３
年
度

に
は
計
上
さ
れ
て
い
な
い
。

〔
２
０
２
４
年
度
事
業
計
画
〕

質
疑
と
く
に
な
し
。

〔
２
０
２
４
年
度
予
算
計
画
〕

▽
質
疑

会
員
見
込
み
数
が
少

な
い
の
で
は＝

答
弁

防
災
士

資
格
を
取
得
し
た
際
、
日
本
防

災
士
会
（
東
京
）
に
入
会
す
れ

ば
本
部
に
登
録
さ
れ
る
が
、
県

支
部
に
同
時
に
入
会
・
登
録
し

て
も
ら
え
な
い
。
資
格
取
得
者

へ
の
お
知
ら
せ
を
充
実
さ
せ
て

い
く
▽
質
疑

備
品
購
入
費
な

ど
、
会
員
の
研
修
に
必
要
な
も

の
は
も
う
少
し
計
上
し
て
も
良

い
の
で
は＝

答
弁

ス
キ
ル
ア
ッ

プ
研
修
な
ど
を
充
実
し
て
い
く

た
め
、
検
討
す
る
。

〔
県
支
部
規
約
改
正
〕
質
疑
と

く
に
な
し
。

〔
役
員
等
選
任
〕
質
疑
と
く
に

な
し
。

こ
れ
ら
の
審
議
の
結
果
、
す

べ
て
の
議
案
は
賛
成
多
数
に
よ

り
可
決
し
、
午
前
１
０
時
３
０

分
に
閉
会
し
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
１
月
に
深
刻
化

し
た
日
本
の
コ
ロ
ナ
禍
は
２
０

２
３
年
５
月
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
扱
い
と
同
等
の
感
染
症
に

な
り
ま
し
た
。
様
々
な
社
会
活

動
の
制
限
が
通
年
ベ
ー
ス
で
初

め
て
解
か
れ
、
２
０
２
４
年
度

は
新
た
な
事
業
計
画
、
制
約
の

な
い
活
動
基
本
方
針
で
取
り
組

む
最
初
の
１
年
間
で
す
。

つながり
２０２４年(令和６年)

７月１日 月曜日
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新
年
度［
活
動
基
本
方
針
］
連
携
・
協
働
さ
ら
に
活
性
化
へ

コ
ロ
ナ
禍
明
け
初
の
県
支
部
年
次
総
会

第３号議案 ２０２４年度活動基本方針
県下の防災士が一丸となり、県内全域を対象に、

県民への防災・減災の普及活動に努める。
自治体との連携、他の防災・災害ボランティア

団体と共存協働し、防災力向上を目的とし、多様
で柔軟な活動を行い、県内の防災啓発活動の活性
化に努める。

日
本
防
災
士
会
千
葉
県
支
部
（
濱
本
武
將
支
部
長
）
は
５
月
１

８
日
、
千
葉
市
中
央
区
の
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
２
０
２
４
年
度
年

次
総
会
を
開
催
し
、
２
０
２
３
年
度
の
事
業
、
決
算
両
報
告
と
新

年
度
事
業
計
画
、
予
算
両
案
、
体
制
強
化
の
た
め
の
県
支
部
規
約

改
正
、
役
員
等
選
任
の
計
６
議
案
を
原
案
ど
お
り
承
認
し
ま
し
た
。

女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
、
研
修
充
実
、
執
行
部
強
化

【
主
な
質
疑
】

挙手表決する総会出席者（5月18日、千葉市文化センター）



総
会
後
、
特
定
非
営
利
活
動

法
人
日
本
防
災
士
会
の
室
﨑
益

輝
理
事
長
（
79
）
（
写
真
）
に

よ
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
テ
ー
マ
は
「
災
害
の
時
代

に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
」

で
す
。

室
﨑
理
事
長
は
神
戸
大
学
名

誉
教
授
（
防
災
工
学
）
で
、
こ

れ
ま
で
日
本
火
災
学
会
会
長
、

日
本
災
害
復
興
学
会
会
長
、
地

区
防
災
計
画
学
会
長
な
ど
を
歴

任
さ
れ
ま
し
た
。

約
１
時
間
の
講
演
は
、
能
登

半
島
地
震
を
は
じ
め
最
新
の
知

見
を
交
え
な
が
ら
、
１
．
災
害

の
時
代
と
減
災
の
社
会
、
２
．

互
助
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
、

３
．
地
区
防
災
計
画
、
４
．
防

災
士
会
と
防
災
士
の
４
項
目
に

分
け
て
進
み
ま
し
た
。

災
害
の
時
代
と
減
災
の
社
会

ま
ず
社
会
の
「
減
災
」
の
進

め
方
に
つ
い
て
、
室
﨑
理
事
長

は
「
被
害
の
引
き
算
を
対
策
の

足
し
算
で
実
現
す
る
」
と
い
う

考
え
方
を
示
し
ま
し
た
。

足
算
に
は
、
▽
空
間
（
小
さ

な
公
共
）
、
▽
時
間
（
応
急
に

加
え
、
予
防
と
回

復
復
調
）
、
▽
人

間
（
公
助
、
自
助

だ
け
で
な
く
、
共

助
と
互
助
も
）
、

▽
手
段
（
ハ
ー
ド

ウ
エ
ア
に
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
、
ヒ
ュ
ー

マ
ン
ウ
エ
ア
）
の

４
要
素
が
あ
り
、

「
い
ず
れ
の
足
算

も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
役
割
が
大
き
い
」
と
指
摘
し

ま
す
。

互
助
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災

互
助
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災

の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
「
自

然
の
凶
暴
化
と
社
会
の
脆
弱
化

（
ぜ
い
じ
ゃ
く
か
）
の
中
で
、

従
来
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
で

は
対
抗
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
」

と
い
う
認
識
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

具
体
的
課
題
は
、
▽
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
そ
の
も
の
の
衰
退
、
▽

担
い
手
の
高
齢
化
、
▽
活
動
の

マ
ン
ネ
リ
化
、
▽
自
主
防
災
権

限
の
不
明
確
さ
だ
と
例
示
。

そ
の
上
で
、
「
新
し
い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
防
災
の
進
化
が
求
ま
ら

れ
て
い
る
」
と
し
、
▽
ボ
ン
ド

型
か
ら
ブ
リ
ッ
ジ
型
へ
、
▽
地

域
密
着
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
へ
、

▽
減
災
の
サ
イ
ク
ル
型
へ
、
３

つ
の
発
想
を
紹
介
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
防
災
の
立
ち
位
置
と
し

て
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
公
助
の

下
請
け
で
は
な
い
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
や
る
べ
き
こ
と
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
し
か
で
き
な
い
こ
と
が

あ
る
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

地
区
防
災
計
画

地
区
防
災
計
画
が
制
度
化
さ

れ
て
今
年
で
１
０
年
た
ち
ま
し

た
。
室
﨑
理
事
長
は
「
そ
の
取

り
組
み
は
全
国
に
広
が
っ
て
お

り
、
優
れ
た
事
例
か
ら
学
ぶ
必

要
が
あ
る
」
と
ア
ピ
ー
ル
。

内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
地

区
防
災
計
画
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」

の
全
国
９
０
０
０
以
上
の
事
例

を
も
と
に
、
▽
計
画
対
象
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
、
▽
担
い
手
、

構
成
員
、
支
援
者
の
広
が
り
、

▽
計
画
策
定
の
プ
ロ
セ
ス
と
合

意
形
成
、
▽
活
動
内
容
、
取
り

組
み
方
の
創
意
性
、
▽
検
証
を

踏
ま
え
た
持
続
的
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
公
開
情
報
の
利
用
を

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

防
災
士
会
と
防
災
士
の
役
割

講
演
の
最
終
項
目
は
「
防
災

士
会
と
防
災
士
の
役
割
」
で
す
。

室
﨑
理
事
長
は
「
多
種
多
様

な
担
い
手
が
連
携
し
、
固
有
の

課
題
に
創
造
的
に
応
え
る
た
め

に
は
、
土
の
人
、
水
の
人
、
風

の
人
、
陽
（
ひ
）
の
人
が
い
る
」

と
言
い
ま
す
。

土
の
人
は
住
民
、
水
の
人
は

そ
の
内
に
い
る
専
門
家
。
風
の

人
は
そ
の
外
か
ら
の
専
門
家
、

陽
の
人
は
行
政
で
す
。

「
水
の
人
」
の
具
体
的
イ
メ
ー

ジ
は
、
防
災
士
や
消
防
団
員
、

民
生
委
員
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ナ
ー

ス
、
社
会
福
祉
士
な
ど
。

土
の
人
が
根
を
張
り
、
居
続

け
て
「
自
助
・
共
助
の
芽
」
が

出
た
ら
、
水
の
人
が
寄
り
添
い
、

さ
ら
に
成
長
を
促
す
水
を
や
り

続
け
ま
す
。
風
の
人

は
新
し
い
種
を
運
び

ま
す
。

こ
う
し
た
現
状
認

識
の
中
で
、
防
災
士

会
に
は
「
一
人
ひ
と

り
の
力
を
引
き
出
し
、

み
ん
な
が
つ
な
が
っ

て
対
応
す
る
。
そ
の

能
力
向
上
、
連
携
協

働
を
進
め
る
推
進
力

と
な
る
役
割
が
求
め

ら
れ
て
い
る
」
と
指

摘
し
て
い
ま
す
。

第
一
に
は
、
国
や

自
治
体
、
学
会
、
公

共
防
災
機
関
と
の
つ

な
ぎ
役
。

第
二
は
、
個
々
の

防
災
士
の
能
力
を
高

め
る
役
割
。
具
体
的

に
は
、
▽
防
災
教
材
や
防
災
装

備
の
開
発
、
▽
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

研
修
や
訓
練
の
場
の
提
供
、
▽

能
力
別
、
技
能
別
グ
ル
ー
プ
研

鑽
（
け
ん
さ
ん
）
。

第
三
は
、
行
政
や
地
域
の
中

で
役
割
を
生
み
出
す
こ
と
。
学

校
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
地
区
防
災

計
画
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
な
ぐ
役

割
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

室
﨑
理
事
長
は
「
防
災
士
に

期
待
さ
れ
る
背
景
は
、
専
門
性

と
組
織
性
に
あ
る
」
と
い
い
、

防
災
士
会
に
は
個
々
の
防
災
士

や
グ
ル
ー
プ
の
能
力
向
上
と
連

携
協
働
を
具
体
化
す
る
組
織
力

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
し

て
い
ま
す
。

会
報
「
つ
な
が
り
」
創
刊

日
本
防
災
士
会
千
葉
県
支
部

は
、
ほ
ぼ
隔
週
ペ
ー
ス
で
金
曜

日
午
後
７
時
か
ら
約
２
時
間
、

役
員
会
を
開
き
、
前
回
か
ら
の

動
き
、
今
後
の
取
り
組
み
な
ど

を
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

会
場
は
、
千
葉
市
中
央
区
の

千
葉
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

（
通
称
「
ち
ば
さ
ぽ
」
）
会
議

室
。
濱
本
武
將
支
部
長
を
は
じ

め
役
員
数
人
が
集
ま
り
、
自
宅

な
ど
か
ら
ズ
ー
ム
で
参
加
す
る

役
員
も
い
ま
す
。

県
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
記

事
一
覧
」
に
は
、
支
部
、
会
員

そ
れ
ぞ
れ
「
活
動
報
告
」
欄
が

あ
り
、
随
時
更
新
し
て
い
ま
す

が
、
内
容
は
結
果
が
主
で
す
。

会
報
は
、
県
支
部
の
「
今
、

何
が
」
や
会
員
の
皆
さ
ん
の
お

役
に
立
て
そ
う
な
情
報
を
ニ
ュ
ー

ス
と
し
て
定
期
的
に
お
届
け
す

る
た
め
、
創
刊
し
ま
し
た
。

発
行
は
原
則
毎
月
１
日
。
経

費
節
減
の
た
め
、
ネ
ッ
ト
一
斉

配
信
で
す
。

防
災
士
の
活
動
は
、
ど
の
よ

う
な
シ
ー
ン
で
あ
れ
、
人
と
人

と
の
関
係
性
の
上
に
成
り
立
っ

て
い
る
の
で
、
題
字
は
「
つ
な

が
り
」
で
す
。
ご
意
見
や
ご
提

案
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

No.１ つながり 日本防災士会千葉県支部ＮＥＷＳ 2024年7月1日

風
の
人
、
水
の
人
、
土
の
人

総
会
記
念
講
演

室
﨑
益
輝
・
日
本
防
災
士
会
理
事
長

第４号議案２０２４年度事業予算
２０２４年４月１日から２０２５年３月３１日まで。前年度対比な

ど詳しくは県支部ホームページ「記事一覧」をご覧ください。

Ⅰ前期繰越金 ７７８，０４５円
前期繰越金 ７７８，０４５円

Ⅱ経常収益 ７７９，２０５円
受取会費 ２１０，０００円

受取助成金等（日本防災士会）１６９，２００円

事業収益（活動謝礼金） ４００，０００円

その他収益（受取利息など） ５円

☆Ⅰ前期繰越金＋Ⅱ経常収益 １，５５７，２５０円
Ⅲ経常費用 ７７９，２０５円

事業費 ５２５，０００円

普及啓発活動費（講習会用資料等） ４２５，０００円
その他経費 未計上

会員技術研修費（外部講師謝礼） １００，０００円

管理費 ２０９，１１０円

会議費（リモート会議ズーム使用料） ２２，１１０円

総会費（総会会場借用料等） ６，０００円

広報活動費 ３，０００円

旅費交通費（出張旅費） １０，０００円

通信運搬費（総会などの資料郵送代等）３０，０００円

印刷製本費（総会資料印刷費） ６，０００円

消耗品費 （総会開催事務消耗品等） ２０，０００円

固定資産購入費 ０円

備品購入費（講習会、防災訓練等） １００，０００円

支払手数料（銀行振込手数料） １２，０００円

雑費 未計上

予備費 ４５，０９５円

Ⅳ次期繰越金 ７７８，０４５円
次期繰越金 ７７８，０４５円

☆Ⅲ経常費用＋Ⅳ次期繰越金 １，５５７，２５０円


